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■決算認定
地方債残高71億4464万円 前年度比2.1%の増
令和元年度末　財政調整基金残高6億8,154万円
減債基金残高2億1,721万円 …………………………… ２p

■常任委員会審議　　　
白馬村多文化共生社会の推進に関する条例を否決………………… 4p
ハクバ・バレー・ツーリズムのデザインコードに基づく多言語案内標識を …… 6p

■委員会掲示板
村長へ図書館等複合施設の意見書を提出
独自評価では白馬駅は最低点
観光課・建設課へ疑問解決に質問状を提出！……………………… 1９p

■夢・私たちに。「わたしのひとこと」……………………………… 20p

■ 村政を問う　一般質問 ………………… 9p
・図書館は駅西側だけで大丈夫か ……………10p

・観光局の村負担金不用額の扱いは …………11p

・山間集落の道路維持管理への支援は ………12p

・農家にインセンティブを与える施策は………13p

・街灯電気料の一部負担は ……………………14p

・村内のＧＯＴＯキャンペーン参加数は ………15p

・地域エネルギー享受権を条例化しては ……16p

・滞納を減らし底上げしてブランド化を………17p

・第５次総合計画の基本構想の変更は ………18p

コロナ禍に負けない子どもたち
種目・時間等、工夫された白馬南小学校運動会（９月１２日）

コロナ禍に負けない子どもたち
種目・時間等、工夫された白馬南小学校運動会（９月１２日）
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地方債残高71億4464  万円地方債残高71億4464  万円地方債残高71億4464  万円   前年度比2.1% の増前年度比2.1% の増前年度比2.1% の増

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

●●��

議
案
第

議
案
第
4747
号　

令
和
元
年
度
白

号　

令
和
元
年
度
白

馬
村
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利

馬
村
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利

益
剰
余
金
の
処
分

益
剰
余
金
の
処
分

　

水
道
事
業
会
計
決
算
に
関

わ
る
議
案
で
、
剰
余
金
９
︐

６
６
１
万
2
︐0
7
0
円
の
う

ち
、9
︐0
0
0
万
円
を
建
設
改

良
積
立
金
と
し
て
積
立
て
る
。

●●��

認
定
第

認
定
第
11
号　

令
和
元
年
度

号　

令
和
元
年
度

白
馬
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出

白
馬
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

決
算
認
定

　

実
質
公
債
比
率
の
３
か
年
平

均
値
は
10
．9
%
、前
年
度
よ
り

1
ポ
イ
ン
ト
の
増
、単
年
度
数
値

で
は
12
．8
％
、前
年
度
よ
り
1.5

ポ
イ
ン
ト
増
。
将
来
負
担
比
率

は
70
．
7
％
で
前
年
度
よ
り
5.3

ポ
イ
ン
ト
増
。
増
加
し
た
要
因

は
新
規
発
行
債
の
増
加
に
よ
る

地
方
債
現
在
高
の
増
な
ど
に
よ

る
も
の
。

　
今
後
の
指
数
動
向
に
配
慮
す

べ
き
と
監
査
か
ら
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
額　

ふ
る
さ
と
納
税
額　

３
億
２
４
６
２
万
円

３
億
２
４
６
２
万
円

�

総
務
課�

 

質
疑
、意
見 

問
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
委

託
業
務
手
数
料
は
10
％

で
３
２
０
０
万
円
が
し
く
み（
株
）

に
入
っ
て
い
る
が
、金
額
に
見
合

う
仕
事
か
。

答
地
元
雇
用
で
10
名
近
い

方
が
従
事
し
て
い
る
。

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合

に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

整
備
事
業
が
再
開

整
備
事
業
が
再
開

�

住
民
課�

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
策
は
講
じ
て
い

る
の
か
。

答
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
効
果
が

大
き
い
。保
険
証
機
能
が

紐
つ
く
こ
と
を
説
明
し
て
い
き

た
い
。

問
外
国
人
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
取
得
す
る
の
か
。

答
国
籍
に
関
係
な
く
取
得

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

る
。

運
転
免
許
証
自
主
返
納
支

運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援援

乗
合
タ
ク
シ
ー
利
用
券
交
付

乗
合
タ
ク
シ
ー
利
用
券
交
付

�

健
康
福
祉
課�

問
介
護
予
防
の
利
用
者
が

減
っ
て
き
て
い
る
が
、緊

急
通
報
装
置
の
利
用
者
数
は
。

答
9
名
が
利
用
。

立
地
適
正
化
計
画
策
定

立
地
適
正
化
計
画
策
定

委
員
会　

設
置

委
員
会　

設
置

建
設
課

問
景
観
形
成
計
画
は
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
に
な
っ

て
い
な
い
。
景
観
行
政
団
体
に

し
た
い
が
た
め
に
計
画
を
作
っ

た
と
解
釈
し
て
い
る
が
、景
観
行

政
団
体
に
で
き
な
か
っ
た
の
に
、

業
者
に
支
払
っ
た
５
０
０
万
円

は
妥
当
だ
っ
た
の
か
。

答
県
内
の
景
観
形
成
計
画

を
策
定
し
て
い
る
他
町

村
の
状
況
を
聞
く
と
、白
馬
村
が

投
じ
て
き
て
い
る
額
は
か
な
り

安
い
と
い
う
印
象
。
通
常
は

２
０
０
０
万
円
弱
か
か
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

決
算
審
査

令和元年度末　財政調整基金残高6億81  54万円。令和元年度末　財政調整基金残高6億81  54万円。令和元年度末　財政調整基金残高6億81  54万円。減債基金残高2億1,721万円減債基金残高2億1,721万円減債基金残高2億1,721万円

令和元年度　決算報告
一般会計 前年比

歳入総額 64 億 6533 万円 5 億 8702 万円減

歳出総額 63 億 846 万円 6 億 6924 万円減

国民健康保険事業勘定特別会計

歳入総額 10 億 8729 万円 3355 万円減

歳出総額 10 億 6881 万円 1211 万円減

後期高齢者医療特別会計

歳入総額 9806 万円 842 万円増

歳出総額 9763 万円 815 万円増

農業集落排水事業特別会計

歳入総額 377 万円 19 万円増

歳出総額 376 万円 19 万円増
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地方債残高71億4464  万円地方債残高71億4464  万円地方債残高71億4464  万円   前年度比2.1% の増前年度比2.1% の増前年度比2.1% の増
決
算
審
査

問
立
地
適
正
化
計
画
策
定

は
他
に
費
用
が
掛
か
る

の
か答

昨
年
の
５
０
０
万
円
と
今

年
度
の
８
０
０
万
円
、計

１
３
０
０
万
円
の
予
算
を
投
じ

て
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

農
業
次
世
代
人
材
育
成

農
業
次
世
代
人
材
育
成

に
投
資

に
投
資

�

農
政
課�

問
農
地
法
５
条
許
可
の
件

数
が
伸
び
て
い
る
が
、外

国
人
の
転
用
目
的
は
。

答
外
国
人
は
４
件
の
申
請

で
、ド
ッ
ク
ラ
ン
、駐
車

場
、宿
泊
施
設
。

問
駐
車
場
と
い
う
転
用
目

的
が
、宿
泊
施
設
に
な
っ

て
い
る
。
農
地
が
外
国
人
に
買

わ
れ
な
い
対
策
は
な
い
の
か
。

答
理
由
、土
地
利
用
の
計
画

を
出
さ
せ
、や
む
を
え
な

い
状
況
で
、転
売
さ
れ
て
し
ま
う

と
農
業
委
員
会
で
は
手
を
だ
せ

な
い
。
外
国
人
だ
か
ら
駄
目
だ

と
い
う
理
由
が
な
い
。

観
光
局
負
担
金

観
光
局
負
担
金

　

６
２
８
３
万
円

　

６
２
８
３
万
円

�

観
光
課�

問
ハ
ク
バ
・
バ
レ
ー
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
７
０
０
万
円

の
内
訳
は
。
各
種
団
体
へ
の
負

担
金・助
成
金
が
見
え
る
形
に
な

ら
な
い
か
。

答
会
費
が
４
０
０
万
円
、通

年
型
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー

ト
に
向
け
た
取
組
み
の

３
０
０
万
円
。今
後
、主
な
団
体

の
総
会
資
料
を
お
渡
し
す
る
。

問
ド
ロ
ー
ン
事
業
は
理
解
が

得
ら
れ
る
事
業
か
。

答
山
小
屋
経
営
者
は
期
待

し
て
い
る
事
業
。楽
天
は

専
門
事
業
部
を
立
ち
上
げ
て
い

る
。課
題
を
ク
リ
ア
し
、山
頂
ま

で
行
く
こ
と
が
で
き
た
。量
は
５

㎏
を
運
ん
だ
。ヘ
リ
も
高
騰
し
て

い
る
の
で
是
非
お
願
い
し
た
い
。

図
書
館
等
複
合
施
設
基
本

図
書
館
等
複
合
施
設
基
本

計
画
業
務　

６
０
０
万

計
画
業
務　

６
０
０
万

�

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課�

問
昨
年
総
務
課
担
当
の
事

業
で
あ
っ
た
が
、図
書
館

等
複
合
施
設
策
定
業
務
委
託
料

６
０
０
万
円
を
か
け
た
価
値
は
。

答

 

教
育
長  

検
討
委
員
会
と

は
違
う
候
補
地
を
言
っ

て
い
る
。理
解
に
苦
し
む
。

問
ど
の
く
ら
い
J
R
と
協

議
し
て
い
く
の
か
。

答
官
民
連
携
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
来
年
度
、

時
間
を
か
け
て
調
査
す
る
。

 

意
見 

＊ 

複
合
施
設
と
い
い
な
が
ら
、図

書
館
の
こ
と
し
か
検
討
し
て

い
な
い
。
図
書
館
と
子
育
て

支
援
ル
ー
ム
を
分
割
し
た
方

が
安
く
あ
が
る
の
で
は
な
い

か
。
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

村
立
小
・
中
学
校　

村
立
小
・
中
学
校　

エ
ア
コ
ン
設
置

エ
ア
コ
ン
設
置

�
教
育
課�

問
中
学
校
の
部
活
動
指
導

員
報
酬
は
、外
部
の
方
に
指
導
し

て
い
た
だ
く
制
度
だ
と
思
う
が
、

担
当
の
先
生
の
労
働
時
間
が
軽

減
さ
れ
た
の
か
。

答
時
間
外
勤
務
の
報
告
を

い
た
だ
い
て
お
り
、劇
的

に
変
わ
っ
て
い
る
。

問
遠
距
離
通
学
費
補
助
金

は
い
く
ら
か
。

答
区
に
よ
っ
て
金
額
が
違

う
。
２
万
2
千
円
か
ら

３
万
１
千
円
。

し
ろ
う
ま
保
育
園　

し
ろ
う
ま
保
育
園　

エ
ア
コ
ン
設
置

エ
ア
コ
ン
設
置

�

子
育
て
支
援
課�

問
副
食
費
無
償
の
陳
情
が

あ
っ
た
が
、要
望
等
で
て

い
る
か
。

令和元年度末　財政調整基金残高6億81  54万円。令和元年度末　財政調整基金残高6億81  54万円。令和元年度末　財政調整基金残高6億81  54万円。減債基金残高2億1,721万円減債基金残高2億1,721万円減債基金残高2億1,721万円

神城断層地震震災アーカイブ
（保存記録）の構築。森上 撓

とうきょく

曲
断層部を視察。

村内小中学校エアコン設置。白馬北小学校。
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答
園
に
直
接
の
要
望
は
な

い
。

村
税
村
税  
1515
億
２
２
１
６
万
円

億
２
２
１
６
万
円

前
年
比
５
０
９
２
万
円
増

前
年
比
５
０
９
２
万
円
増

�

税
務
課�

問
１
６
９
８
万
円
の
不
納

欠
損
が
あ
る
が
、数
的
に

は
減
っ
た
が
、不
納
欠
損
の
総

括
は
。

答
高
額
の
不
納
欠
損
は
、長

野
県
滞
納
整
理
機
構
に

移
管
し
た
中
で
、や
む
な
し
と

の
判
断
で
行
っ
て
い
る
。調
査

は
徹
底
的
に
行
っ
て
い
る
。

�

上
下
水
道
課�

問
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備

事
業
の
補
助
は
、営
業
施

設
に
は
国
庫
補
助
は
な
し
か
。

答
営
業
施
設
は
補
助
な
し
。

 

要
望 

＊ 

決
算
書
・
成
果
説
明
書
に
は
、丁

寧
に
明
細
の
記
述
を
お
願
い
す

る
こ
と
と
、関
係
資
料
を
し
っ

か
り
と
整
え
て
頂
き
た
い
。

●●��

認
定
第

認
定
第
22
号　

令
和
元
年
度

号　

令
和
元
年
度

白
馬
村
国
民
健
康
保
険
事
業

白
馬
村
国
民
健
康
保
険
事
業

勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

算
認
定

　
（
表
を
参
照
）

●●��

認
定
第

認
定
第
33
号　

令
和
元
年
度

号　

令
和
元
年
度

白
馬
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

白
馬
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
（
表
を
参
照
）

●●��

認
定
第

認
定
第
44
号　

令
和
元
年
度

号　

令
和
元
年
度

白
馬
村
農
業
集
落
排
水
事
業

白
馬
村
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定定
　
（
表
を
参
照
）

●●��

認
定
第

認
定
第
55
号　

令
和
元
年
度

号　

令
和
元
年
度

白
馬
村
水
道
事
業
会
計
決
算

白
馬
村
水
道
事
業
会
計
決
算

認
定
認
定

　

収
益
的
収
支
額
、事
業
収
益

3
憶
1
︐6
0
4
万
9
千
円
、事

業
費
用
2
億
2
︐5
8
7
万
3
千

円
、純
利
益
は
9
︐0
1
7
万
6

千
円
。資
本
的
収
入
、1
︐2
9
3

万
9
千
円
。
資
本
的
支
出
、9
︐

1
7
1
万
6
千
円
。
資
本
的
収

支
不
足
額
7
︐8
7
7
万
5
千

円
は
、消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

資
本
的
収
支
調
整
額
と
過
年
度
分

損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
。

 

質
疑 問

携
帯
の
回
線
を
使
っ
て
の

検
針
は
ど
う
な
っ
た
か
。

答
自
動
検
針
の
方
法
と
し

て
、無
線
検
針
を
検
討
し

て
い
る
。３
年
目
の
検
証
を
し

て
い
る
。電
話
回
線
は
会
社
の

都
合
で
無
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
。

●●��

認
定
第

認
定
第
66
号　

令
和
元
年
度

号　

令
和
元
年
度

白
馬
村
下
水
道
事
業
会
計
決

白
馬
村
下
水
道
事
業
会
計
決

算
認
定

算
認
定

　

平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
公

営
企
業
法
の
全
部
を
適
用
。

　

収
益
的
収
支
の
総
収
益
、5

億
6
︐7
4
5
万
6
千
円
。
総

支
出
、5
億
4
︐2
9
2
万
7

千
円
。当
期
純
利
益
は
1
︐6
7

3
万
2
千
円
。

　

資
本
的
収
入
、4
億
4
︐7
2

1
万
8
千
円
。
資
本
的
支
出
、

５
億
7
︐0
0
9
万
円
。資
本

的
収
支
不
足
額
１
億
2
︐2
8
7

万
2
千
円
は
、引
継
金
と
現
年

度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で

補
て
ん
。

総
務
社
会
委
員
会

総
務
社
会
委
員
会

●●��

議
案
第

議
案
第
3838
号　

工
事

号　

工
事

変
更
請
負
契
約
の
締

変
更
請
負
契
約
の
締

結結
　

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
大
規

模
改
修
工
事
で
、ア
ス
ベ

ス
ト
含
有
ボ
ー
ド
の
撤

去
・
処
分
、屋
根
材
の
室

内
側
の
錆
落
と
し
の
た

め
７
５
０
万
２
千
円
を

増
額
。

●●��

議
案
第

議
案
第
3939
号　

白
馬

号　

白
馬

村
多
文
化
共
生
社
会

村
多
文
化
共
生
社
会

の
推
進
に
関
す
る
条

の
推
進
に
関
す
る
条

例
の
制
定

例
の
制
定

　

村
は
外
国
人
観
光
客

や
外
国
人
住
民
が
急
増

し
、共
に
ま
ち
づ
く
り
と

村
の
経
済
を
発
展
さ
せ

る
と
と
も
に
、多
文
化
共

生
の
生
活
文
化
を
築
い

て
き
た
。ま
た
、緊
急
時

に
お
い
て
土
地
所
有
者

と
連
絡
が
取
れ
な
い
と

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

外
国
人
の
不
動
産
所
有

を
中
心
と
し
た
個
人
情

報
の
収
集
に
よ
り
緊
急

白馬村多文化共生社会の推進に関する条例を否決白馬村多文化共生社会の推進に関する条例を否決白馬村多文化共生社会の推進に関する条例を否決白馬村多文化共生社会の推進に関する条例を否決

決
算
審
査

総
務
社
会

決算特別委員会審議結果
議案 採決

議案第４７号 可決 全員
認定第１号 認定 全員
認定第２号 認定 全員
認定第３号 認定 全員
認定第４号 認定 全員
認定第５号 認定 全員
認定第６号 認定 全員ウイング２１裏屋根の修繕事前視察。
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時
の
対
応
を
す
る
た
め
の
条
例
。

 
質
疑 問

多
文
化
共
生
に
つ
い
て

取
り
決
め
の
指
針
、理
念

条
例
的
な
も
の
を
作
る
の
が
先

で
は
。

答
前
段
は
理
念
を
謳
っ
て
、

後
段
で
情
報
の
収
集
と

提
供
と
し
た
。既
存
の
税
条
例

の
一
部
改
正
や
、個
人
情
報
保

護
条
例
で
い
う
審
査
会
で
意
見

を
聞
き
扱
う
こ
と
も
考
え
た
が
、

時
間
も
か
か
る
の
で
こ
の
条
例

に
し
た
。

問
外
国
人
の
不
動
産
取
得

情
報
の
把
握
の
た
め
の

条
例
を
制
定
か
。

答
課
題
を
具
体
化
す
る
た

め
に
情
報
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
す
る
。

問
議
会
の
責
務
を
な
ぜ
謳

い
こ
む
の
か
。

答
議
会
の
責
務
は
深
い
意

味
は
な
く
、全
体
で
取
組

み
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
入

れ
た
。

問
多
文
化
共
生
支
援
員
の

運
用
方
法
は
。

答
細
部
は
規
則
で
定
め
る
。

村
内
に
住
所
が
あ
る
不

動
産
会
社
や
納
税
管
理
人
を
想

定
し
て
い
る
。

 

意
見 

　

外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

外
国
人
に
視
点
を
あ
て
て
条
例

を
制
定
す
べ
き
。議
会
の
責
務

は
載
せ
て
い
っ
た
方
が
良
い
。

 

意
見 

　

多
文
化
共
生
条
例
は
高
邁
な

理
念
条
例
で
あ
り
格
調
高
く

作
っ
て
も
ら
い
た
い
。本
当
の

狙
い
は
情
報
収
集
す
る
こ
と
に

あ
り
、理
念
の
作
り
込
み
が
浅

い
。議
会
の
責
務
は
疑
問
。

 

討
論 

 

反
対
討
論  

条
例
制
定
の
主
旨
は

理
解
で
き
る
が
、中
身
を
精
査

し
て
い
た
だ
き
、再
度
出
し
て

い
た
だ
く
。

 

賛
成
討
論   

対
等
で
あ
れ
ば
こ

う
い
う
問
題
は
出
て
こ
な
い
。

 

反
対
討
論  

中
身
は
外
国
人
の
不

動
産
情
報
の
取
得
が
目
的
で
、理

念
条
例
の
制
定
が
不
足
。

●●��

議
案
第

議
案
第
4040
号　

白
馬
村
執
行

号　

白
馬
村
執
行

機
関
の
附
属
機
関
の
設
置
等

機
関
の
附
属
機
関
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

正
す
る
条
例

　

白
馬
村
学
校
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
を
追
加
。構
成
は
地
域

住
民
３
名
、保
護
者
代
表
、学
校

長
に
、一
般
公
募
２
名（
１
名
は

子
育
て
世
代
）な
ど
。

●●��

議
案
第

議
案
第
4141
号　

白
馬
村
特
別

号　

白
馬
村
特
別

職
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

職
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

正
す
る
条
例

　

学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

の
委
員
報
酬
を
追
加
す
る
も
の
。

●●��
議
案
第

議
案
第
4242
号　

パ
ー
ト
タ
イ

号　

パ
ー
ト
タ
イ

ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報

ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報

酬
、期
末
手
当
及
び
費
用
弁

酬
、期
末
手
当
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

改
正
す
る
条
例

　

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
事
業
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
支
援
を
行
う
G
I

G
A
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を

配
置
す
る
。報
酬
を
こ
れ
ま
で
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
へ
の
１
０
０
０

円
以
内
か
ら
、２
０
０
０
円
以
内

に
改
め
る
。

●●��

議
案
第

議
案
第
4343
号　

白
馬
村
特
定

号　

白
馬
村
特
定

教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
施
行
後
５
年
の
見
直
し
に
係

る
対
応
方
針
に
つ
い
て
」に
お

い
て
、連
携
施
設
の
確
保
を
不

要
と
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
規
定

を
定
め
る
も
の
。

●●��

議
案
第

議
案
第
4444
号　

白
馬
村
家
庭

号　

白
馬
村
家
庭

的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
条
例

　

全
国
の
家
庭
的
保
育
事
業
者

の
半
数
が
連
携
施
設
を
確
保
で

来
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、連

携
施
設
を
確
保
し
な
い
こ
と
が

で
き
る
経
過
措
置
を
延
長
す
る

こ
と
。

●●��

議
案
第

議
案
第
4545
号　

白
馬
村
放
課

号　

白
馬
村
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

正
す
る
条
例

　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
認
定

資
格
研
修
を
、受
講
で
き
て
い
な

い
職
員
に
対
し
、受
講
機
会
を
確

保
す
る
規
定
を
定
め
る
。

●●��

議
案
第

議
案
第
4646
号　

白
馬
村
保
育

号　

白
馬
村
保
育

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
条
例

　

保
育
所
の
入
所
基
準
に
満
た

な
い
児
童
が
、保
護
者
の
希
望
に

よ
り
私
的
な
契
約
に
よ
っ
て
保

育
所
に
入
所
す
る
場
合
、保
育

料
無
償
化
の
対
象
外
と
な
る
こ

と
か
ら
、保
育
料
を
定
め
る
必

要
が
あ
る
。３
歳
以
上
児
は
月

額
３
万
円
、３
歳
未
満
児
は
月
額

６
万
円
と
定
め
、併
せ
て
減
免
規

定
も
設
け
る
。

●●��

議
案
第

議
案
第
4848
号　

令
和
２
年
度

号　

令
和
２
年
度

白
馬
村
一
般
会
計
補
正
予
算

白
馬
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
（
第
55
号
）　
所
管
事
項

号
）　
所
管
事
項

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
、

４
０
２
４
万
７
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
72
億
７
９
８
５
万
円
と

す
る
。

�

総
務
課�

　

電
柱
の
支
障
移
転
に
よ
る

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
白
馬
管
理
運

営
事
業
２
７
８
万
４
千
円
の
増

額
。

�

健
康
福
祉
課�

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
感

染
症
対
策
に
50
万
円
の
増
額
。

外国人所有の建物が並ぶ和田野地区
同じ生業の彼らは、優遇すべきマイノリ

ティーではなく、責務を果たすべき対等な
立場
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ハクバ・バレー・ツーリズムのデザインコードに基づく多言語案内標識をハクバ・バレー・ツーリズムのデザインコードに基づく多言語案内標識をハクバ・バレー・ツーリズムのデザインコードに基づく多言語案内標識をハクバ・バレー・ツーリズムのデザインコードに基づく多言語案内標識を
白馬駅と八方バスターミナルに設置に６８６万円の増額白馬駅と八方バスターミナルに設置に６８６万円の増額白馬駅と八方バスターミナルに設置に６８６万円の増額白馬駅と八方バスターミナルに設置に６８６万円の増額

産
業
経
済
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会

●●��

議
案
第

議
案
第
4848
号　

令
和
２
年
度
白

号　

令
和
２
年
度
白

馬
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５

馬
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５

号
）所
管
事
項

号
）所
管
事
項

�

農
政
課�

　

田
の
区
画
拡
大
事
業
補
助
金

で
施
工
範
囲
確
定
に
よ
り
１
者
に

１
１
８
万
円
、補
助
率
１
０
０
％
の

増
額
。

　

な
ら
枯
れ
発
生
に
対
す
る
薬
品
購

入
、黒
菱
林
道
の
Ｕ
字
溝
の
修
繕
費

な
ど
に
増
額
。

 

質
疑 問

な
ら
枯
れ
は
ど
の
程
度
の

被
害
か
。

答
岩
岳
の
ス
キ
ー
場
で
20
本

く
ら
い
。春
に
な
り
虫
が
飛

び
立
つ
前
に
伐
倒
、燻
蒸
処
分
を
来

春
予
定
。

問
当
初
予
算
で
田
の
区
画
拡

大
事
業
補
助
金

に

１
０
１
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、今
回
の
予
算
も
同
じ
村
内
業
者

１
者
か
。

答
同
じ
担
い
手
で
、工
事
個
所

に
変
更
が
あ
っ
た
。

�
建
設
課�

　

認
定
外
道
路
、赤
線
の
売
り
払
い

収
入
の
増
額
。
無
電
柱
化
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
委
託
料
、塩
カ
ル
散
布
車

の
点
検
手
数
料
の
増
額
。

　

ど
ん
ぐ
り
の
雪
崩
防
止
柵
工
事
に

３
３
０
万
円
を
増
額
。白
馬
団
地
の
解

体
に
よ
る
移
転
補
償
費
等
を
増
額
。

�

観
光
課�

　

白
馬
の
夏
祭
り
中
止
に
よ
り

１
５
０
万
円
の
減
額
。ハ
ク
バ
・
バ

レ
ー
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ド
に
基
づ
く
多
言
語
案
内
標

識
を
白
馬
駅
と
八
方
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
に
設
置
す
る
た
め
６
８
６
万

円
の
増
額
。
コ
ロ
ナ
禍
で
借
入
件

数
が
増
え
る
の
を
見
込
ん
で
、信
用

保
証
協
会
の
保
証
料
補
給
負
担
金

２
５
０
０
万
円
の
増
額
。

 

質
疑 問

標
識
設
置
は
ハ
ク
バ・
バ
レ
ー・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
業
で
は
。

産
業
経
済

�
教
育
課�

　

修
学
旅
行
中
止
に
伴
う
保
護
者
負
担

緊
急
支
援
補
助
金
77
万
7
千
円
の
増

額
。

�

子
育
て
支
援
課�

　

南
小
児
童
ク
ラ
ブ
に
エ
ア
コ
ン
設
置

と
し
て
50
万
円
。コ
ロ
ナ
対
策
補
助
金

を
活
用
し
て
、子
育
て
支
援
ル
ー
ム
の

エ
ア
コ
ン
の
設
置
工
事
費
50
万
円
と

マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム
購
入
費
40
万
円
の
増

額
。

�

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課�

　

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
事

業
で
、
村
保
有
の
土
蔵
修
繕

の
今
年
度
見
送
り
の
た
め

４
２
１
万
３
千
円
の
減
額
。

�

住
民
課�

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建

設
に
伴
う
横
断
水
路
の
暗
渠

化
の
原
材
料
費
85
万
３
千

円
の
増
額
。
落
倉
区
と
め
い

て
つ
区
の
集
積
場
設
置
補
助

金
の
内
、
当
初
予
算
不
足
分

１
３
０
万
円
の
増
額
。

●●��

議
案
第

議
案
第
4949
号　

令
和
２
年

号　

令
和
２
年

度
白
馬
村
国
民
健
康
保
険

度
白
馬
村
国
民
健
康
保
険

事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正

事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
４
３
４
万
４

千
円
を
追
加
し
、総
額
を
11
億
５
４
５

万
１
千
円
と
す
る
も
の
。

●●��

陳
情
第
３
号　
コ
ロ
ナ
禍
で
学
ぶ
子

陳
情
第
３
号　
コ
ロ
ナ
禍
で
学
ぶ
子

ど
も
た
ち
に
、少
人
数
学
級
と
豊
か

ど
も
た
ち
に
、少
人
数
学
級
と
豊
か

な
学
校
生
活
の
保
障
を
求
め
る
意
見

な
学
校
生
活
の
保
障
を
求
め
る
意
見

書
提
出
の
陳
情

書
提
出
の
陳
情

　

早
急
に
30
人
学
級
、そ
の
後
20
人
程

度
の
学
級
へ
移
行
す
る
こ
と
。行
事
も

大
切
に
子
ど
も
達
の
豊
か
な
学
校
生
活

を
保
障
す
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
。

総務社会委員会採決結果
議案 採決

議案第38号 可決 全員

議案第39号 否決 反対：太谷・加藤・津滝・北澤
賛成：田中（麻）

議案第40号 可決 全員
議案第41号 可決 全員
議案第42号 可決 全員
議案第43号 可決 全員
議案第44号 可決 全員
議案第45号 可決 全員
議案第46号 可決 全員
議案第48号 可決 全員
議案第49号 可決 全員

ハクバ・バレーエリア景観デザインコード
計画（案）説明会
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答
白
馬
バ
レ
ー
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
デ
ザ
イ
ン

を
提
供
し
、看
板
を
立
て
る

の
は
各
市
村
が
行
な
う
。

●●��

議
案
第

議
案
第
5050
号　
令
和
２
年

号　
令
和
２
年

度
白
馬
村
水
道
事
業
会
計

度
白
馬
村
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
予
算（
第
１
号
）

　

フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
の
児
童
手
当
分
と
法

定
福
利
分
の
増
額
な
ど
。

●●��

議
案
第

議
案
第
5151
号　

令
和
２
年

号　

令
和
２
年

度
白
馬
村
下
水
道
事
業
会

度
白
馬
村
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

資
本
的
収
入
４
８
８
万
円

の
増
額
は
、区
域
外
流
入
分

担
金
６
件
４
５
７
万
円
、受

益
者
負
担
金
１
件
31
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

　

資
本
的
支
出
５
４
０
万
円

の
主
な
増
額
は
、森
上
1
号

ポ
ン
プ
が
絶
縁
不
良
等
の
指

摘
を
受
け
更
新
工
事
請
負
費

２
０
６
万
円
、排
水
区
域
外

の
公
共
枡
設
置
補
助
金
交
付

に
３
６
２
万
円
、及
び
人
事

異
動
に
よ
る
減
額
。

陳
情
第
3
号
　
コ
ロ
ナ
禍
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
に
、少
人
数
学
級
と
豊
か
な

学
校
生
活
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

議
案
第
39
号
　
白
馬
村
多
文
化
共
生
社
会
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定

賛
成
討
論　
田
中
榮
一

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
依
存
す
る
村
と
し
て
、

外
国
籍
の
方
々
に
対
す
る
情
報
提
供
の
充
実
を

図
り
、村
税
の「
公
平
公
正
な
納
税
」に
も
繋
が
る
、

「
多
文
化
共
生
支
援
シ
ス
テ
ム
」導
入
に
も
関
連

し
、と
て
も
大
事
な
条
例
と
評
価
。

反
対
討
論　
加
藤
亮
輔

　

こ
の
条
例
の
制
定
目
的
は
、外
国
人
の
不
動
産

所
有
の
移
転
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す

る
た
め
の
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の

根
拠
条
例
に
す
る
た
め
で
あ
る
。「
多
文
化
共
生

社
会
推
進
」の
言
葉
を
利
用
し
た
だ
け
で
、表
題

と
は
違
う
内
容
で
あ
る
。

賛
成
討
論　
田
中
麻
乃

　

災
害
発
生
時
な
ど
緊
急
時
の
外
国
人
へ
の
多

言
語
情
報
提
供
体
制
の
構
築
は
必
要
不
可
欠
。外

国
人
向
け
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
と
、

不
動
産
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
取
り
組
む
多
文

化
共
生
支
援
シ
ス
テ
ム
の
運
営
に
向
け
た
条
例

整
備
に
つ
な
が
る
。

反
対
討
論　
津
滝
俊
幸

　

条
文
の
目
的
は
、文
化
を
認
め
合
い
人
権
を
尊

重
し
よ
う
だ
が
、理
念
は
外
国
人
住
民
の
多
様
性

を
村
民
が
認
め
る
こ
と
と
し
、目
的
と
内
容
が
矛

盾
。ま
た
、議
会
基
本
条
例
で
は
議
会
の
責
務
を

義
務
付
け
て
い
る
が
、な
ぜ
こ
の
条
例
に
謳
う
か

理
解
で
き
な
い
。

反
対
討
論　
津
滝
俊
幸

　

村
で
は
、小
学
校
は
す
で
に
１
ク
ラ
ス
30
人
以

下
で
、学
年
に
よ
っ
て
は
20
人
以
下
に
な
っ
て
い

る
。教
育
委
員
会
や
現
場
の
教
員
か
ら
は
学
級
人

数
を
減
ら
す
要
望
は
な
い
。陳
情
者
の
退
職
教
職

員
の
会
は
、十
分
な
情
報
を
得
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

産業経済委員会採決結果
議案 採決

議案第４８号 可決 全員
議案第５０号 可決 全員
議案第５１号 可決 全員シルバーウィーク・白馬岳線の大渋滞。

議
決
結
果
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●● ９ 月 定 例 会 　 議 決 結 果 ●●
件      名 議決結果

損害賠償事件に係る損害賠償額の専決処分報告について 報告事項

工事変更請負契約の締結について 可決
賛成：全員

白馬村多文化共生社会の推進に関する条例の制定について
可決

反対：太谷、丸山、
加藤、津滝

白馬村執行機関の附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例について

可決
賛成：全員

白馬村特別職で非常勤のものの報酬に関する条例の一部を改正する条例について

パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
について

白馬村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例について

白馬村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

白馬村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例に
ついて

白馬村保育料条例の一部を改正する条例について

令和元年度白馬村水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

令和２年度白馬村一般会計補正予算（第５号）

令和２年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）

令和２年度白馬村水道事業会計補正予算（第１号）

令和２年度白馬村下水道事業会計補正予算（第１号）

物品の取得について

令和元年度白馬村一般会計歳入歳出決算認定について

認定
賛成：全員

令和元年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定について

令和元年度白馬村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

令和元年度白馬村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和元年度白馬村水道事業会計決算認定について

令和元年度白馬村下水道事業会計決算認定について

発　議

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方財源の確保を求める意見書 可決
賛成：全員

発     委

コロナ禍で学ぶこどもたちに少人数学級と豊かな学校生活の保障を求める意見書 可決
反対：津滝、太田 ( 伸 )

●● 請 願・陳 情 文 書 ●●
提出者 住所 要　旨 審査結果

長野県退職教職員の会大北
支部長　宮崎　勇 大町市 コロナ禍で学ぶこどもたちに少人数学級と豊か

な学校生活の保障を求める意見書
採択

反対：津滝、太田 ( 伸 )

議
決
結
果
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絶景に向かってヤッホー！
岩岳山頂に登場した新たな観光スポット（YOO-HOO ！ SWING）

一般質問一般質問一般質問 （紙面の都合上、質問者本人が要約し掲載しています）

村村
 政 政をを問問うう

安全で活力ある
　村づくりをめざして

・図書館は駅西側だけで大丈夫か………… 10

・観光局の村負担金不用額の扱いは……… 11

・山間集落の道路維持管理への支援は…… 12

・農家にインセンティブを与える施策は… 13

・街灯電気料の一部負担は………………… 14

フォトニュース

　一般質問は、議員の日常活動
と調査・研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　白馬村は 1 問１答方式で、1 人
60 分の制限時間内であれば、質
問回数に制限はありません。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。
 　本会議はユーテレ白馬でご覧
いただけます。

質問内容
・村内のＧＯＴＯキャンペーン参加数は… 15

・地域エネルギー享受権を条例化しては… 16

・滞納を減らし底上げしてブランド化を… 17

・第５次総合計画の基本構想の変更は…… 18
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問
新
図
書
館
等
複
合
施
設

基
本
計
画
の
策
定
メ
ン

バ
ー
と
責
任
者
は
。ま
た
候
補

地
採
点
メ
ン
バ
ー
は
。

答
基
本
計
画
は
、委
託
し
た

業
者
が
策
定
。
庁
内
で

策
定
の
会
議
は
開
催
し
て
い
な

い
。候
補
地
の
採
点
項
目
は
有

識
者
等
の
聞
き
取
り
を
も
と
に
、

総
務
課
、生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

課
、子
育
て
支
援
課
と
業
者
で

決
め
、点
数
付
け
は
業
者
が
行
っ

た
。J
R
白
馬
駅
を
優
先
候
補

地
と
決
定
し
た
責
任
者
は
村
長

だ
。問

建
設
候
補
地
の
評
価
視

点
に
官
民
連
携
の
視
点

が
、２
回
行
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
建
設
・
維
持
管
理
・
運
営

を
考
え
る
と
官
民
連
携

に
よ
る
財
政
負
担
の
軽
減
と
民

間
の
創
意
工
夫
に
よ
る
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
等
を
期
待
し
た
。　

問
駅
舎
と
の
合
体
を
第
一

候
補
地
と
決
め
て
い
る

が
、２
０
０
席
の
ホ
ー
ル
と
50

台
の
駐
車
場
の
確
保
及
び
子
育

て
施
設
の
野
外
緑
地
広
場
を
考

え
る
と
、西
側
だ
け
で
ま
か
な

え
な
い
。東
側
の
畑
や
田
ん
ぼ

が
必
要
に
な
る
、用
地
交
渉
を

始
め
た
か
。

答
西
側
で
完
結
す
る
計
画

を
し
て
い
る
。
ま
ず
は

西
側
で
で
き
る
か
検
討
し
、そ

の
後
、東
側
も
視
野
に
入
れ
る

か
、他
の
候
補
地
を
検
討
す
る

か
を
考
え
る
。　

問
「
広
報
は
く
ば
」に
３
回

掲
載
、村
民
か
ら
の
意
見

は
。

答
図
書
館
協
議
会
へ
、「
図

書
館
自
体
は
森
の
中
で

静
か
に
読
み
た
い
」「
官
民
連
携

で
建
設
、運
営
費
を
抑
え
て
」「
観

光
目
線
よ
り
住
民
目
線
で
考
え

て
」等
の
意
見
が
届
い
て
い
る
。

問
長
年
の
夢
で
あ
る
図
書

館
建
設
だ
、村
民
と
対
話

す
る
会
を
開
催
す
べ
き
で
は
。

答
ご
も
っ
と
も
だ
。
意
見

交
換
で
き
る
場
を
設
け

た
い
。

答

問問 コロナ禍、村民が
元気の出る政策を
出国できない旅行者を出国できない旅行者を
白馬へ招きたい白馬へ招きたい

問
コ
ロ
ナ
禍
で
の
、村
民
の

生
活
実
態
調
査
を
行
っ

た
か
。

答
行
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
、感
染
症
対
策
会
議
を

13
回
開
催
。
現
状
把
握
と
庁
内

の
情
報
共
有
を
図
っ
て
き
た
。

問
７
月
末
の
村
税
、固
定
資

産
税
、国
民
健
康
保
険
税

（
以
下
国
保
税
）の
昨
年
と
の
収

納
率
比
較
は
。

答
村
民
税
は
昨
年
３
９
．６
％

で
本
年
３
８
．９
％
。固

定
資
産
税
は
昨
年
４
８
．９
％

で
本
年
４
５
．９
％
。国
保
税
は
昨

年
２
５
．１
％
で
本
年
２
４
．４
％
。

問
村
税
、固
定
資
産
税
の
納

税
猶
予
及
び
国
保
税
の

納
税
猶
予
と
減
免
申
請
数
は
。

答
村
民
税
19
件
、固
定
資
産

税
53
件
、国
保
税
20
件
。

国
保
税
の
減
免
申
請
数
18
件
。

問
生
活
支
援
の
た
め
の
緊
急

貸
付
け
、総
合
支
援
の
昨

年
と
今
年
の
申
請
数
と
総
額
は
。

答
緊
急
小
口
資
金
は
、昨
年

度
2
件
30
万
円
。
本
年

４
月
か
ら
８
月
末
時
点
で
71
件

１
４
２
０
万
円
。総
合
支
援
資

金
は
、昨
年
度
0
件
、本
年
は
34

件
１
７
７
０
万
円
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
く

な
っ
た
と
の
声
が
多
い
。

冬
に
向
か
っ
て
村
民
が
元
気
に

な
る
政
策
の
発
表
を
。

答
３
千
万
人
入
国
で
き
な

い
が
、外
国
へ
出
か
け
る

旅
行
者
２
千
万
人
。こ
の
方
々

を
白
馬
へ
取
り
込
め
な
い
か
考

え
て
い
る
。

加藤 亮輔 議員

新図書館４建設候補地見学会

Ａ写真はD候補地のＪＲ白馬駅にて、Ｂ写真はＣ候補地隣
の木流公園芝生広場にて担当者から説明を聞く。

A

B

図
書
館
は
駅
西
側
だ
け

図
書
館
は
駅
西
側
だ
け

で
大
丈
夫
か

で
大
丈
夫
か

答
西
で
完
結
し
な
け
れ
ば
、

東
側
か
別
を
検
討

問
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【
財
政
援
助
団
体
監
査
】

問
村
の
前
年
度
決
算
も
終

わ
り
、観
光
局
も
総
会
が

終
わ
っ
て
い
る
こ
の
時
期
に
、

な
ぜ
財
政
援
助
団
体
で
あ
る
観

光
局
の
監
査
を
行
っ
た
の
か
。

答

 

代
表
監
査
委
員  

村
か

ら
の
負
担
金
が
多
額
で

あ
る
こ
と
、特
に
こ
こ
２
年
は
地

方
創
生
推
進
交
付
金
関
係
の
事

業
規
模
も
大
き
い
こ
と
、白
馬
村

観
光
局
の
第
16
期
社
員
総
会
資

料
に
誤
り
が
散
見
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、監
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

問
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
白
馬
大

会（
Ｆ
Ｗ
Ｔ
）も
地
方
創

生
推
進
交
付
金
事
業
と
し
て
や
っ

て
い
る
が
、監
査
し
て
い
る
か
。

答

 

代
表
監
査
委
員  

決
算

書
に
つ
い
て
は
、通
帳
残

高
と
決
算
書
残
高
に
不
一
致
が

あ
っ
た
の
で
、整
合
を
確
認
で

き
る
書
類
を
求
め
ま
し
た
が
、

い
ま
だ
に
提
出
さ
れ
な
い
こ
と

は
甚
だ
遺
憾
に
思
っ
て
い
ま
す
。

問
監
査
を
終
え
た
感
想
は
。

答

 

代
表
監
査
委
員  

局
は
、

村
の
負
担
金
に
よ
り
運

営
し
て
い
る
部
分
が
非
常
に
大

き
く
、負
担
金
の
予
算
額
に
対
す

る
決
算
額
に
余
剰
金
が
出
れ
ば
、

年
度
末
に
精
算
し
、村
に
戻
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

答 問問
村
負
担
よ
り
、

局
の
資
金
を

使
う
べ
き
で
は

観
光
支
援
は
、

観
光
支
援
は
、

村
と
局
で
協
調

村
と
局
で
協
調

し
て
い
る

し
て
い
る

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

村
独
自
施
策
】

問
前
回
補
正
で
認
め
た

３
５
０
０
万
円
の
観
光

局
へ
の
負
担
金
で
冬
の
３
０
０
０

円
の
宿
泊
補
助
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
打
ち
出
さ
れ
た
よ
う
だ
が
。

答

 

観
光
課
長  

白
馬
宿
泊

割
と
名
前
を
つ
け
、宿
泊

事
業
者
に
対
す
る
支
援
に
充
て

る
も
の
で
す
。

問
局
に
は
留
保
さ
れ
て
い

る
財
源
が
多
額
に
あ
る

の
に
、村
の
厳
し
い
財
源
か
ら

局
に
予
算
を
つ
け
る
の
か
。

答

 

観
光
課
長  
予
算
的
に

も
う
少
し
大
き
く
な
ら

な
い
の
か
と
い
う
よ
う
な
声
も

聞
か
れ
て
お
り
、村
で
さ
ら
に

負
担
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
と
き
に
、ま
だ
残
っ

て
い
る
局
の
余
剰
金
を
投
入
す

る
べ
き
か
と
担
当
課
と
し
て
は

考
え
て
い
ま
す
。

問
考
え
方
が
反
対
だ
と
思

う
。
ま
ず
局
の
資
金
で

行
い
、足
り
な
い
時
に
村
が
資

金
応
援
す
る
の
が
筋
で
は
な
い

か
。答

 

副
村
長  

確
か
に
非
常

時
な
の
で
、ま
ず
剰
余
金

を
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
す

が
、観
光
支
援
は
、村
も
や
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。局
が
全
て

や
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、協
調
し

て
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。問

第
２
次
臨
時
交
付
金
を

申
請
す
る
た
め
の
事
業

計
画
は
、検
討
す
る
余
地
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。予
算
を
取

る
た
め
の
時
に
だ
け
議
員
に
話

を
す
る
の
で
は
な
く
、実
施
す

る
前
に
計
画
の
説
明
を
し
て
ほ

し
い
が
。

答

 

参
事
兼
総
務
課
長  

議

員
に
指
摘
さ
れ
た
今
の

や
り
方
に
つ
い
て
、改
善
の
余

地
が
あ
る
と
い
う
も
の
に
つ
い

て
は
、担
当
課
の
ほ
う
で
再
度

構
築
し
直
す
と
聞
い
て
い
ま
す
。

当
面
は
、こ
の
計
画
で
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、実
際

の
内
容
に
つ
い
て
は
、若
干
違

い
は
生
じ
て
く
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
村
民
の
経

済
も
疲
弊
し
て
い
る
時
、

村
費
１
５
３
０
万
円
も
か
け
る

ス
ク
ー
ル
バ
ス
試
験
運
行
事
業

は
、保
護
者
に
対
し
遠
距
離
通

学
手
当
も
減
額
し
、し
か
も
限

ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
し
か
使

え
な
い
バ
ス
運
行
試
験
す
る
ほ

ど
の
事
業
な
の
か
。

答

 

教
育
課
長  

貴
重
な
ご

意
見
と
し
て
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

しろうま保育園も新型コロナウイルス対策。
学年ごとの運動会。

保護者も総入れ替え。

太田 伸子 議員

観光局の村負担金観光局の村負担金
不用額の扱いは不用額の扱いは

答 代表監査委員代表監査委員年度末に精算し
村に戻すのが望ましい

問
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【
村
道
の
管
理
】

問
少
子
高
齢
化
に
よ
り
山

間
地
区
の
道
路
整
備
が

大
変
で
あ
る
。行
政
の
支
援
は
。

答
作
業
に
必
要
な
資
材
や

燃
料
は
、区
長
か
ら
の
申

請
に
基
づ
い
て
村
の
予
算
の
範

囲
内
で
支
払
弁
償
。又
担
い
手

不
足
に
よ
り
、作
業
自
体
が
立

ち
ゆ
か
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

と
い
っ
た
話
を
伺
っ
て
い
る
。

相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、現

場
の
状
況
や
優
先
度
合
い
も
考

慮
し
た
う
え
で
、集
落
支
援
員

や
重
機
に
よ
る
直
営
作
業
な
ど

の
対
応
も
行
っ
て
い
る
。

問
ウ
イ
ン
グ
21
に
入
る
道

路
の
管
理
は
。

答
ト
ン
ネ
ル
西
側
は
地
域

の
協
力
に
よ
り
法
面
等

の
草
刈
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

良
好
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

ト
ン
ネ
ル
東
側
の
管
理
が
行
き

届
い
て
い
な
い
と
い
う
点
は
、

実
態
を
確
認
し
た
う
え
で
、対

応
検
討
し
た
い
。村
道
の
総
延

長
は
３
０
０
㎞
に
も
及
ぶ
こ
と

か
ら
、全
て
を
同
じ
条
件
で
、管

理
す
る
こ
と
は
、現
実
的
に
難

し
い
。ま
ず
歩
行
者
や
通
行
車

両
へ
の
危
険
度
、通
学
路
指
定

の
有
無
な
ど
勘
案
し
、優
先
度

を
つ
け
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

村
が
主
体
的
に
管
理
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
と
、地

域
住
民
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き

な
が
ら
適
正
管
理
に
努
め
た
い
。

問
農
道
の
整
備
、管
理
は
。

答
農
業
利
用
を
主
目
的
に

整
備
し
た
道
路
と
、公
図

上
赤
線
で
、農
作
業
用
道
路
と

し
て
も
昔
か
ら
利
用
し
て
い
る

道
路
が
あ
り
、全
て
の
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
は
、現
実
的
に

困
難
。農
道
の
維
持
管
理
は
、各

地
区
か
ら
の
要
望
を
優
先
し
、

白
馬
村
土
地
改
良
区
が
管
理
す

る
エ
リ
ア
、建
設
課
の
管
理
す

る
赤
線
な
ど
、そ
の
状
況
や
危

険
性
な
ど
を
確
認
し
た
う
え
で

優
先
順
位
を
決
め
、各
管
理
者

と
調
整
し
な
が
ら
実
施
し
て
い

る
。農
道
の
草
刈
り
や
軽
微
な

補
修
と
い
っ
た
作
業
に
つ
い
て

は
、引
き
続
き
、地
区
や
農
業
者

に
自
主
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、維
持
管
理
し
た
い
。答

問問 担い手の新たな農業
に取り組む指導は
営農指導センターや営農指導センターや
農協と共に行う農協と共に行う

【
営
農
指
導
】

問
北
城
南
部
地
区
の
ほ
場

整
備
が
令
和
４
年
に
は

完
成
。ま
た
北
城
北
部
地
区
に

お
い
て
も
、ほ
場
整
備
計
画
が

あ
る
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。今

ま
で
の
よ
う
な
稲
作
だ
け
で
な

く
、新
た
な
高
収
入
な
畑
作
が

求
め
ら
れ
る
。新
た
な
農
業
に

取
り
組
む
営
農
指
導
の
取
り
組

み
方
は
。

答
畑
作
農
業
に
つ
い
て
は
、

転
作
作
物
の
そ
ば
や
育

苗
ハ
ウ
ス
利
用
の
ト
マ
ト
等
が

主
と
な
っ
て
い
る
。農
作
物
は

気
温
に
よ
っ
て
育
ち
が
異
な
り
、

こ
の
頃
の
温
暖
化
傾
向
も
あ
り

作
付
け
時
期
の
変
更
や
、元
来

白
馬
に
は
向
か
な
い
と
さ
れ
て

い
た
作
物
も
作
付
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
。こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、新
し
い
作

物
や
新
規
の
経
営
形
態
の
指
導

は
、県
の
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

や
農
協
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

技
術
指
導
や
販
路
な
ど
、作
付

け
か
ら
小
売
り
ま
で
一
体
的
に

支
援
で
き
る
体
制
を
築
い
て
参

り
た
い
。

太田 正治 議員

歩道に覆いかぶさる長い草木を一時的に切った、
ウイング21に入る歩道。

答
集
落
支
援
員
や
重
機
の
直
営
作
業

等
で
対
応

問
山
間
集
落
の
道
路
維
持

山
間
集
落
の
道
路
維
持

管
理
へ
の
支
援
は

管
理
へ
の
支
援
は



　　　　　

13 白馬議会だより　134号　令和2年10月31日

【
ま
ち
づ
く
り
と
農
林
行

政
】問

小
規
模
兼
業
農
家
に
稲

作
を
続
け
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
与
え
る
村
独
自
の
施

策
は
な
い
の
か
。皆
が
や
め
る

理
由
を
探
し
て
い
る
。兼
業
農

家
が
頑
張
っ
て
や
っ
て
も
ら
わ

な
い
と
、ど
ん
ど
ん
離
農
し
て

い
っ
た
と
き
に
今
の
担
い
手
の

数
で
は
担
い
切
れ
な
い
の
で
は
。

答
小
規
模
兼
業
農
家
の
離

農
は
避
け
ら
れ
ず
、現
時

点
で
意
欲
を
引
き
出
す
た
め
の

施
策
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

問
平
成
30
年
度
が
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画（
以
降

は
農
振
計
画
）特
別
見
直
し
の

年
だ
っ
た
が
、そ
の
前
年
度
か

ら
準
備
を
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、今
に
な
っ
て
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
、で
終
わ
っ
た
。農

振
計
画
な
る
も
の
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。直
近
の
見
直
し

は
い
つ
か
。29
年
度
見
直
し
と

の
答
弁
は
嘘
で
は
。

答
29
年
度
当
時
の
担
当
者

が
作
っ
た
も
の
は
、一
応

課
長
会
議
に
ま
で
は
か
け
た
が
、

県
と
の
協
議
や
公
告
等
は
し
て

な
く
、完
全
に
成
立
は
し
て
い

な
い
。（
※
直
近
の
正
式
見
直
し

が
行
わ
れ
た
の
は
平
成
23
年
度
）

問
農
地
政
策
は
全
て
の
要
。

農
振
計
画
の
一
筆
管
理
を
始
め

た
昭
和
60
年
か
ら
言
う
と
、35
年

間
で
た
っ
た
の
１
回
見
直
し
た

だ
け
。農
地
政
策
の
基
本
的
な
方

針
が
な
い
と
、現
在
進
行
形
で
進

め
て
い
る
立
地
適
正
化
計
画
、こ

の
あ
と
の
景
観
計
画
も
み
な
や
っ

て
も
無
駄
に
な
る
。建
設
課
と
農

政
課
は
横
の
連
携
を
取
っ
て
進

め
て
い
る
か
。

答

 

建
設
課
長  

当
然
、今
の

農
振
計
画
や
ほ
か
の
計

画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

作
成
中
の
立
地
適
正
化
計
画
は

素
案
を
作
り
上
げ
て
い
る
。

問
具
体
的
な
開
発
計
画
の

な
い
山
林
の
大
規
模
な

皆
伐
が
行
わ
れ
て
い
る
。村
開

発
指
導
要
綱
で
は
、３
０
０
０

㎡
以
上
の
樹
木
の
伐
採
は
、村

と
の
事
前
協
議
と
切
り
っ
放
し

の
放
置
禁
止
を
謳
っ
て
い
る
。

な
ぜ
伐
採
届
だ
け
で
皆
伐
を
許

し
て
い
る
の
か
。

答
過
去
の
伐
採
届
に
つ
い

て
は
、提
出
さ
れ
た
届
出

の
申
請
者
や
伐
採
の
目
的
、そ

の
内
容
の
精
査
を
し
な
い
ま
ま

安
易
に
受
理
を
し
て
し
ま
っ
た

ケ
ー
ス
が
あ
り
、今
後
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
適

正
な
審
査
に
努
め
る
。

問
伐
採
届
は
、略
し
て「
伐

採
届
」と
言
っ
て
い
る

が
、「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林

の
届
出
等
の
制
度
」が
正
式
。だ

か
ら
切
り
っ
放
し
で
は
駄
目
。

白
馬
岳
線
沿
い
で
は
不
動
産
ブ

ロ
ー
カ
ー
が
届
出
人
に
な
っ
て

皆
伐
し
て
い
る
。こ
れ
は
森
林

法
違
反
で
は
。

答
伐
採
届
に
関
す
る
知
識

が
な
い
者
が
受
付
を
し

た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。安
易

な
受
理
の
ケ
ー
ス
が
、今
の
ま

さ
に
こ
の
事
例
で
反
省
を
し
て

い
る
。弁
解
の
余
地
は
な
い
が
、

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
十
分
指
導
す
る
。

問
外
国
人
が
訪
れ
る
の
も

木
が
あ
る
お
か
げ
。
具

体
的
開
発
計
画
の
な
い
皆
伐
は

認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。山
林

は
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
も
貢
献
し

て
い
る
。気
候
非
常
事
態
宣
言
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
の
村
と
し

て
、樹
木
伐
採
に
は
ど
こ
よ
り

も
気
を
か
け
る
べ
き
。身
近
な

山
林
の
保
全
を
、こ
れ
か
ら
の

景
観
計
画
や
景
観
条
例
に
謳
い

込
ん
で
ほ
し
い
が
。

答

 

建
設
課
長  

景
観
計
画

に
関
し
て
は
、今
後
、策

定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
議
論

を
進
め
て
い
く
が
、そ
う
い
っ

た
中
で
、森
林
保
全
と
い
う
こ

と
を
し
っ
か
り
入
れ
込
み
な
が

ら
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

丸山 勇太郎 議員

森林法違反の届出人によって出された伐採届の現場
無残に皆伐されたあとには、｢売り地｣ の英語看板が立つ。

答 小規模兼業農家の離農は避け
られない

問農家にインセンティブ農家にインセンティブ
を与える施策はを与える施策は
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【
自
治
会
運
営
の
負
担
軽
減
】

問
区
役
員
の
削
減
は
。

答
状
況
に
合
わ
せ
た
体
制

と
し
た
い
。

問
作
業
の
負
担
軽
減
は
。

答
軽
減
で
き
る
制
度
を
検

討
す
る
。

問
税
外
負
担
金
の
募
金
活

動
の
軽
減
と
公
平
化
は
。

答
ス
キ
ー
選
手
育
成
会
費
・

赤
い
羽
根
・
日
赤
へ
の
募

金
は
、目
的
に
賛
同
す
る
方
の

任
意
で
協
力
し
て
ほ
し
い
。緑

の
羽
根
と
社
協
へ
の
募
金
は
従

前
ど
お
り
の
方
法
で
行
う
。

問
広
報
等
の
配
布
物
軽
減

は
。

答
情
報
化
の
進
展
に
伴
い

検
討
す
る
。

問
区
未
加
入
者
へ
の
対
応

は
。

答
防
災
対
応
で
は
、防
災
無

線
や
防
災
ア
プ
リ
の
活

用
。加
入
促
進
の
推
進
を
強
化
。

答

問問 無電柱化に伴う、
まちづくりは誰が
白馬駅周辺整備検討白馬駅周辺整備検討
会が方向性を決定会が方向性を決定

【
景
観
計
画
と
無
電
柱
化
】

問
２
カ
年
の
時
間
と

６
０
０
万
円
余
り
の
予

算
を
か
け
て
景
観
計
画
を
策
定

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、計

画
策
定
目
的
で
あ
る
県
の
景
観

行
政
団
体
の
認
定
を
さ
れ
な

か
っ
た
理
由
は
。

答
県
と
の
協
議
手
続
き
に

一
定
期
間
要
す
る
。
令

和
４
年
の
移
行
を
目
指
す
。

問
計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
内

容
に
つ
い
て
、議
会
へ
の

説
明
が
不
十
分
だ
っ
た
の
で
は
。

答
大
変
申
し
訳
な
か
っ
た
。

県
の
景
観
審
議
会
、都
市

計
画
審
議
会
へ
の
諮
問
、県
の
規

則
改
正
な
ど
必
要
。
高
さ
制
限

や
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
、届
け
出
対
象

行
為
の
規
模
等
、現
条
例
の
内
容

に
沿
っ
た
基
準
を
作
る
こ
と
が

必
要
で
、計
画
案
の
精
査
、見
直

し
に
時
間
が
必
要
に
な
っ
た
。

問
移
行
ま
で
の
期
間
の
基

準
は
。

答
従
来
の
指
導
要
綱
、色
彩

計
画
に
基
づ
き
対
応
。

問
見
直
し
に
予
算
は
必
要

か
。

答
本
年
度
は
景
観
審
議
会
の

予
算
で
対
応
、来
年
度
へ

向
け
て
計
画
策
定
の
予
算
を
計
上
。

問
白
馬
町
駅
前
の
無
電
柱

化
に
合
わ
せ
た
、具
体
的

な
街
並
み
や
景
観
づ
く
り
は
。

答
基
本
的
な
共
同
溝
や
道

路
照
明
、植
栽
は
県
が
行

い
、占
用
物
件
と
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
街
路
灯
の
付
け
替
え

は
地
元
行
政
区
に
担
っ
て
も
ら

う
。区
へ
の
負
担
が
大
き
く
な

る
こ
と
か
ら
、今
後
支
援
策
を

検
討
す
る
。統
一
し
た
街
並
み

に
つ
い
て
は
看
板
類
の
統
一
化

や
個
人
敷
地
内
建
物
形
状
や
植

栽
な
ど
、住
民
の
理
解
を
得
な

が
ら
進
め
る
こ
と
は
大
き
な
課

題
と
考
え
て
い
る
。

問
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
は
今

回
の
工
事
に
は
入
っ
て

い
な
い
、今
後
ど
う
進
め
る
か
。

答
県
、J
R
、地
元
と
令
和

６
年
ま
で
に
、費
用
負
担

も
含
め
一
定
の
方
向
性
を
出
せ

る
よ
う
協
議
す
る
。

問
ハ
ク
バ
・
バ
レ
ー
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ド

策
定
へ
の
行
政
か
ら
の
関
わ
り
方
は
。

答
大
町
市
・
小
谷
村
・
白
馬

村
の
景
観
形
成
担
当
課

と
観
光
課
が
加
わ
っ
て
い
る
。

各
市
村
の
条
例
や
計
画
と
の
整

合
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

津滝 俊幸 議員

無電柱化後の白馬駅前から
八方へ街並み

（銀行のビルが無い？）イメージ

無電柱化後の白馬駅前の街並みと街路灯
（茶色のポール）イメージ

皆さんの無電柱化後の街並みイメージは？

答
区
へ
調
査
し
、前
向
き
に
検
討
す

る
問
街
灯
電
気
料
の
一
部
負

街
灯
電
気
料
の
一
部
負

担
は
担
は
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【
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
と
経
済
活

動
再
開
】

問
G
O
T
O
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
な
い
の
は

な
ぜ
か
。

答
登
録
申
請
に
関
す
る
事

務
、宿
泊
後
の
新
規
の
申

請
に
関
す
る
事
務
が
、中
小
事

業
者
に
と
っ
て
煩
雑
す
ぎ
る
の

が
原
因
と
考
え
る
。

問
今
後
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、

こ
の
数
字
が
上
が
る
か
。

答
今
ま
で
登
録
申
請
が
殺

到
し
た
が
、G
O
T
O

事
務
局
も
落
ち
着
き
を
取
り
戻

し
て
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
の
で
は

な
い
か
。又
、申
請
期
間
の
延
長

も
あ
り
、こ
の
９
月
以
降
、地
域

共
通
ク
ー
ポ
ン
の
配
布
も
始
ま

り
、伸
び
て
い
く
と
考
え
る
。

問
村
内
の
夏
の
入
込
客
数

を
、モ
バ
イ
ル
空
間
統
計

で
把
握
は
可
能
か
。

答
こ
の
数
値
は
、リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
は
出
て
こ
な
い
。

通
信
事
業
者
が
数
値
を
取
り
、

出
入
国
管
理
等
の
や
り
取
り
が

あ
っ
て
、実
際
の
数
値
は
４
か

月
後
の
12
月
頃
に
な
る
。

問
G
O
T
O
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
加
え
て
更
な
る
村

の
対
策
は
。

答
８
月
の
臨
時
会
で
認
め

て
頂
い
た
観
光
割
引

ク
ー
ポ
ン
発
行
支
援
金
の
う
ち

の
３
５
０
０
万
円
を
白
馬
宿
泊

割
と
い
う
名
称
で
、３
０
０
０

円
の
宿
泊
ク
ー
ポ
ン
１
万
１
５

０
０
泊
分
発
行
す
る
こ
と
を
決

め
た
。G
O
T
O
ト
ラ
ベ
ル
事

業
に
宿
泊
割
を
上
乗
せ
す
る
こ

と
で
、秋
冬
の
旅
行
需
要
の
喚

起
を
支
援
し
て
い
く
。状
況
に

よ
っ
て
は
、追
加
支
援
と
し
て

財
政
出
動
も
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。問

G
O
T
O
ト
ラ
ベ
ル
の

効
果
が
表
れ
て
い
る
の

か
、判
断
は
難
し
い
が
、今
後
安

全
に
こ
の
村
に
来
て
頂
け
る
に

は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
と

考
え
て
い
る
か
。

答
８
月
の
動
向
を
み
る
と
、

35
％
割
引
が
有
る
に
も

拘
ら
ず
、宿
よ
り
キ
ャ
ン
プ
場

の
方
が
盛
況
で
あ
っ
た
。今
は

価
格
よ
り
も
、安
心
安
全
に
、密

を
避
け
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い

て
い
る
。
ハ
ク
バ
・
バ
レ
ー
ク

リ
ー
ン
認
証
制
度
を
軸
に
安
心

安
全
清
潔
さ
を
確
保
し
、地
域

と
し
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

問
さ
ら
な
る
追
加
案
は
。

答
村
単
独
で
は
財
源
的
に

厳
し
い
の
で
、宿
泊
割
を

G
O
T
O
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
上

乗
せ
で
き
る
こ
と
、県
が
連
泊

に
関
す
る
割
引
を
や
っ
て
い
る

の
で
、国
・
県
・
村
の
支
援
事
業

の
組
み
合
わ
せ
を
可
能
に
し
て
、

よ
り
お
得
感
を
出
せ
る
よ
う
に

し
た
い
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
税
の
徴
収

猶
予
申
請
が
あ
る
が
、３

月
ま
で
の
猶
予
予
想
額
は
。

答
８
月
末
現
在
で
４
０
７
０

万
円
の
猶
予
。
こ
の
申

請
者
が
来
年
３
月
ま
で
の
猶

予
を
受
け
る
と
想
定
す
る
と

１
８
７
０
万
円
余
り
、合
計
で

６
０
０
０
万
円
弱
と
予
想
。他

の
納
税
相
談
も
あ
る
が
、事
業

優
先
の
立
場
で
相
談
を
受
け
て

い
る
。猶
予
期
限
は
１
年
間
と

い
う
こ
と
を
十
分
考
慮
す
る
よ

う
併
せ
て
対
応
し
て
い
る
。

問
こ
の
ま
ま
コ
ロ
ナ
禍
が

続
く
と
、事
業
執
行
に
支

障
を
き
た
す
が
、手
立
て
は
。

答
猶
予
に
係
る
金
額
に
つ

い
て
は
、国
は
地
方
財
政

法
の
規
定
に
基
づ
く
猶
予
特
例

債
を
認
め
て
い
る
。徴
収
猶
予

見
込
み
額
等
を
見
な
が
ら
、一

時
借
入
金
が
良
い
の
か
、今
後

削
減
す
る
事
業
も
出
て
く
る
か

も
し
れ
な
い
が
、会
計
管
理
者

と
相
談
し
な
が
ら
資
金
計
画
を

立
て
て
い
き
た
い
。

問
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
積
極
的

に
し
て
、安
心
な
村
と
し

て
経
済
活
動
を
推
し
進
め
る
考

え
は
な
い
か
。

答
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
現
在
、民

間
で
検
査
す
る
と
こ
ろ

は
出
て
き
て
は
い
る
が
、検
査

体
制
が
不
十
分
な
点
と
、精
度

的
に
70
％
位
の
信
頼
度
と
い
う

こ
と
で
今
後
に
向
け
て
課
題
が

多
い
と
考
え
て
い
る
。

太谷 修助 議員

ＧＯＴＯキャンペーンを活用し3密を
避けながら、五竜植物園を訪れた

グループの皆さん

答 全体で37％は低いと
言わざるを得ず

問村内のGOTOキャン村内のGOTOキャン
ペーン参加数はペーン参加数は
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【
気
候
変
動
対
策
】

問
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
基
本
方
針
等

連
絡
協
議
会
設
立
準
備
会
の
進

捗
状
況
は
。

答
現
在
ま
で
２
回
の
会
議

を
開
催
。
第
４
回
を
最

終
回
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
後

に
、協
議
会
へ
移
行
し
、執
行
機

関
の
附
属
機
関
と
し
て
位
置
づ

け
、委
員
報
酬
も
支
払
っ
て
い

き
た
い
。

問
長
野
県
気
候
危
機
突
破

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
、世
界

標
準
の
R
E
１
０
０
リ
ゾ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
注
に
は
白
馬
村

も
含
ま
れ
て
い
る
。県
と
の
連

携
は
。

答
準
備
会
の
メ
ン
バ
ー
に

県
も
含
ま
れ
て
い
る
。

準
備
会
で
検
討
を
行
な
っ
て
い

る
内
容
が
行
動
計
画
に
繋
が
る
。

問
環
境
基
本
条
例
は
村
民

に
ど
の
程
度
周
知
さ
れ

て
い
る
か
。

答
把
握
で
き
て
い
な
い
。

た
だ
環
境
政
策
を
円
滑

に
進
め
て
い
く
に
は
、関
係
条

例
、規
則
等
の
村
民
周
知
、村
民

理
解
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
。庁

内
各
課
の
連
携
も
密
に
し
な
が

ら
、情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

問
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
や
風
力

発
電
な
ど
の
環
境
規
制
、

紛
争
解
決
ス
キ
ー
ム
な
ど
の
必

要
性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
一
定
規
模
以
上
の
太
陽

光
発
電
施
設
に
つ
い
て

は
、関
連
す
る
上
位
法
令
の
許

認
可
と
併
せ
て
、村
に
設
置
届

等
の
届
出
を
義
務
づ
け
る
と

い
っ
た
内
容
の
要
綱
制
定
を
検

討
。庁
内
の
各
課
施
策
と
の
調

整
を
図
り
な
が
ら
、新
年
度
か

ら
施
行
を
目
指
し
て
進
め
て
い

る
。問

環
境
基
本
条
例
は
、建
物

や
景
観
が
主
で
環
境
政

策
を
示
し
た
条
例
は
村
に
は
な

い
。神
奈
川
県
の
松
田
町
で
は
、

松
田
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る
条

例
が
今
年
３
月
に
施
行
。全
国

初
の
町
民
の
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

享
受
権
を
認
定
し
、町
長
、事
業

者
、町
民
、そ
し
て
地
域
金
融
機

関
、そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
と
役
割

が
示
さ
れ
て
い
る
。加
え
て
、災

害
時
に
自
立
運
転
可
能
な
装
置

を
装
備
す
る
こ
と
で
、災
害
対

策
に
活
用
で
き
る
こ
と
も
条
件
。

こ
の
よ
う
な
条
例
を
つ
く
る
べ

き
で
は
。

答
準
備
会
で
条
例
と
し
て

制
定
し
、地
域
を
守
る
と

い
う
部
分
の
意
見
が
統
一
さ
れ

れ
ば
、前
向
き
に
考
え
て
い
き

た
い
。

問
災
害
時
に
系
統
電
力
に

よ
っ
て
、安
定
か
つ
十
分
な
電

力
供
給
が
見
込
め
な
い
こ
と
を

想
定
し
て
、自
立
型
、分
散
型
の

電
源
の
導
入
な
ど
の
電
力
確
保

策
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い

る
。再
エ
ネ
発
電
設
備
は
不
可

欠
。災
害
時
の
電
力
確
保
は
、自

治
体
Ｂ
Ｃ
Ｐ
や
ほ
か
の
防
災
策

と
連
動
し
て
い
る
の
か
。

答
再
エ
ネ
で
は
な
い
が
、中

部
電
力
と
災
害
時
に
お

け
る
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
て
お
り
、災
害
時
の

活
動
拠
点
へ
の
電
力
供
給
を
相

互
協
力
に
お
い
て
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。再
エ
ネ
活

用
の
課
題
は
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
等
の
各

種
計
画
と
ひ
も
づ
け
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、発
電
設
備
設
置
は

多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
。

問
地
域
の
防
災・減
災
と
低

炭
素
化
を
同
時
実
現
す

る
自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
等
導
入
推
進
事
業
や
地
域

の
再
エ
ネ
主
力
化
・
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
強
化
促
進
事
業
な
ど
防

災
・
減
災
目
的
の
再
エ
ネ
普
及

補
助
金
も
出
て
き
て
い
る
。村

の
責
務
は
、住
民
の
命
を
守
る

こ
と
。防
災
、減
災
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
的
と
し
再
エ
ネ
を
普
及

し
て
は
い
か
が
か
。

答
想
定
さ
れ
て
い
る
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
等
も

あ
る
。意
見
を
伺
い
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

注
：
事
業
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
環

境
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
た
め
に
設
立

さ
れ
た
環
境
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
一
つ
。

事
業
運
営
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

１
０
０
％
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

賄
う
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

田中 麻乃 議員

白馬高校生が中心となって大きな盛り上がりを見せた2019年9月20日のグロー
バル気候マーチ in 白馬。高校生達が２０年後、今の自分と同じ歳を迎えた時に、

当時を恥ないよう責任をもって取り組んでいきたい。

答
再
エ
ネ
協
議
会
設
立
準
備
会
で
話

し
合
う

問
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
享
受

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
享
受

権
を
条
例
化
し
て
は

権
を
条
例
化
し
て
は
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認
可
と
併
せ
て
、村
に
設
置
届

等
の
届
出
を
義
務
づ
け
る
と

い
っ
た
内
容
の
要
綱
制
定
を
検

討
。庁
内
の
各
課
施
策
と
の
調

整
を
図
り
な
が
ら
、新
年
度
か

ら
施
行
を
目
指
し
て
進
め
て
い

る
。問

環
境
基
本
条
例
は
、建
物

や
景
観
が
主
で
環
境
政

策
を
示
し
た
条
例
は
村
に
は
な

い
。神
奈
川
県
の
松
田
町
で
は
、

松
田
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る
条

例
が
今
年
３
月
に
施
行
。全
国

初
の
町
民
の
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

享
受
権
を
認
定
し
、町
長
、事
業

者
、町
民
、そ
し
て
地
域
金
融
機

関
、そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
と
役
割

が
示
さ
れ
て
い
る
。加
え
て
、災

害
時
に
自
立
運
転
可
能
な
装
置

を
装
備
す
る
こ
と
で
、災
害
対

策
に
活
用
で
き
る
こ
と
も
条
件
。

こ
の
よ
う
な
条
例
を
つ
く
る
べ

き
で
は
。

答
準
備
会
で
条
例
と
し
て

制
定
し
、地
域
を
守
る
と

い
う
部
分
の
意
見
が
統
一
さ
れ

れ
ば
、前
向
き
に
考
え
て
い
き

た
い
。

問
災
害
時
に
系
統
電
力
に

【
持
続
可
能
な
社
会
：
地
域

を
ど
う
維
持
す
べ
き
か
】

問
社
会
を
持
続
可
能
に
す

る
に
は
ど
う
す
べ
き
か

を
、短
い
言
葉
、で
き
れ
ば
一
言

で
。答

「
地
球
上
の
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
こ
と
の
誓
い
」と
考
え
る
。

問
当
村
は
民
宿
発
祥
の
地

で
、小
規
模
宿
泊
業
者
が

人
口
割
で
日
本
一
多
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。こ
の
形
態
は
持
続

可
能
と
思
わ
れ
る
か
。

答
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の

増
加
か
ら
一
転
し
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
岐

路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
今
、時

代
や
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対

応
を
し
な
け
れ
ば
、持
続
可
能

性
を
保
つ
こ
と
は
困
難
。

問
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、さ
ら
に
廃
業
が
増
え
る
と

懸
念
さ
れ
る
。あ
る
程
度
の
廃

業
は「
仕
方
な
い
」と
の
認
識
か
。

答
決
し
て
そ
の
よ
う
な
認

識
は
な
い
。

問
小
規
模
の
宿
泊
業
者
、自

営
業
者
が
多
い
と
い
う

の
は
、白
馬
の
尖
が
っ
た
部
分

だ
。こ
こ
は
民
宿
発
祥
の
地
で

こ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
生
き
て

き
た
、と
い
う
歴
史
の
も
の
だ
。

こ
れ
が
持
続
可
能
だ
と
思
う
が
。

答
 

観
光
課
長  

小
規
模
の

施
設
は
、小
回
り
が
利

き
、顧
客
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ

ス
が
で
き
る
。だ
か
ら
こ
れ
ま

で
持
続
可
能
性
を
確
保
し
た
と

の
認
識
。大
き
な
宿
泊
施
設
は
、

時
代
や
流
れ
を
読
む
力
に
長
け

て
お
り
、そ
こ
に
順
応
で
き
る
。

問
後
継
者
が
い
な
く
て
廃

業
だ
、と
い
っ
た
人
た
ち

に
焦
点
を
当
て
、そ
う
い
う
方

た
ち
に
白
馬
高
生
の
下
宿
を
紹

介
す
る
。あ
る
い
は
お
孫
さ
ん

に
来
て
も
ら
い
、白
馬
高
校
で

学
ん
で
も
ら
う
よ
う
な
こ
と
を

考
え
て
は
い
か
が
か
。

答

 

副
村
長 

寮
生
を
下
宿

の
方
へ
シ
フ
ト
し
、そ
の

受
入
れ
先
を
疲
弊
し
て
い
る
宿

が
や
れ
ば
と
の
こ
と
。い
い
提

案
だ
と
思
う
が
、休
み
な
く
面

倒
を
見
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い

う
よ
う
な
課
題
も
あ
る
。

問
滋
賀
県
の
野
洲
市
は
滞

納
を
減
ら
し
て
い
る
こ

と
で
有
名
。
担
当
者
に
白
馬
の

こ
と
を
説
明
し
、あ
な
た
だ
っ
た

ら
ど
う
す
る
か
と
聞
い
た
ら「
専

門
家
に
つ
な
げ
、経
営
指
導
を
す

る
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
」と
。最
後
に「
皆
さ
ん
の

場
合
、自
営
業
の
滞
納
が
減
る
と

い
う
こ
と
が
村
全
体
の
底
上
げ

に
な
り
、ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
」と

言
わ
れ
驚
い
た
。こ
の
考
え
方

を
取
り
入
れ
、ま
ず
は
滞
納
者
か

ら
救
済
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

答

 

税
務
課
長  

他
の
自
治

体
と
違
い
当
村
は
固
定

資
産
税
が
村
税
の
６
割
。こ
の

固
定
資
産
税
の
多
く
は
宿
泊
施

設
の
持
つ
家
屋
や
償
却
資
産
で

占
め
ら
れ
て
い
る
。当
然
、こ
れ

を
維
持
し
、持
続
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
は
、当
村
が
代
々
行
っ
て

い
る
観
光
立
村
に
も
つ
な
が
る
。

答 問問
学
校
が
無
く
な
る=

地
域
崩
壊
と
の
認

識
は

衰
退
に
つ
な
が
り

衰
退
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
と
い
う

か
ね
な
い
と
い
う

認
識
認
識

【
持
続
可
能
な
社
会
：
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
学
校
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
】

問
当
村
で
は
小
学
校
の
統

廃
合
が
囁
か
れ
て
い
る

が
、持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、特
に
小

学
校
は
歩
い
て
行
け
る
範
囲
に

あ
っ
た
方
が
い
い
と
考
え
る
が
。

答
歩
い
て
行
け
る
範
囲
に

小
学
校
が
あ
る
こ
と
は
、

児
童
の
通
学
に
対
す
る
距
離
を

考
え
た
場
合
、理
想
的
。

問
学
校
が
無
く
な
る
イ

コ
ー
ル
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
崩
壊
に
つ
な
が
る
、と
の
認

識
は
。

答
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊

と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
、

衰
退
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と

い
う
認
識
。

伊藤 まゆみ 議員

「切り捨てでなく、寄り添う」滞納支援。
生活再建課が再建メニューを考え、

市民生活相談課がネットワークを作り、
徴収できる体制を作る。

答 観光立村にもつながる

問滞納を減らし底上げ滞納を減らし底上げ
してブランド化をしてブランド化を
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【
第
5
次
総
合
計
画
後
期
計

画
】問

策
定
方
針
に
不
透
明
な

要
素
と
あ
る
が
何
か
。

答
厳
し
さ
を
増
す
財
政
状

況
や
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
国
内
情
勢
、気
候
変
動

に
よ
る
異
常
気
象
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る

生
活
経
済
へ
の
影
響
等
、見
通

し
が
難
し
い
現
状
を
記
載
し
た
。

問
コ
ロ
ナ
禍
・
異
常
気
象
・

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
、策
定
し
た

５
年
前
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。

５
年
間
で
大
き
く
世
の
中
が
変

わ
っ
て
き
た
中
で
、後
半
の
計

画
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
の
文

言
、基
本
構
想
の
中
に
盛
り
込

む
べ
き
で
は
。

答
基
本
計
画
に
具
体
的
な

中
身
を
の
せ
て
い
く
内

容
で
事
は
足
り
る
。改
め
て
基

本
構
想
の
と
こ
ろ
に
加
え
る
こ

と
は
し
な
い
。

問
令
和
３
年
度
予
算
編
成

に
及
ぼ
す
影
響
は
。

答
総
合
計
画
の
全
て
が
予

算
に
反
映
を
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。予
算
編
成

と
計
画
策
定
は
同
時
進
行
で
作

業
が
進
む
こ
と
に
な
る
た
め
、

前
期
基
本
計
画
で
示
さ
れ
た
方

針
な
ど
を
引
き
続
き
後
期
計
画

で
行
な
う
事
業
な
ど
に
つ
い
て

は
、予
算
編
成
方
針
と
と
も
に

大
き
く
関
係
す
る
が
、予
算
編

成
へ
の
影
響
は
少
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問
誰
も
が
わ
か
ら
な
い
コ

ロ
ナ
危
機
。
村
長
に
求

め
ら
れ
る
の
は
、ス
ピ
ー
ド
感

と
政
策
の
優
先
順
位
、未
来
を

見
据
え
た
先
見
性
。後
期
計
画

に
向
か
っ
て
の
覚
悟
は
。

答
基
本
理
念
に
掲
げ
て
い

る「
白
馬
村
の
豊
か
さ
と

は
何
か
～
多
様
で
あ
る
こ
と
か

ら
交
流
し
学
び
あ
い
成
長
す
る

村
～
」を
踏
ま
え
、前
期
計
画
の

達
成
状
況
を
し
っ
か
り
と
精
査

を
し
、計
画
期
間
で
あ
る
５
年

後
以
降
も
見
据
え
、持
続
可
能

な
将
来
の
村
の
あ
る
べ
き
姿
を

描
き
、村
政
運
営
の
指
針
と
な

る
計
画
に
な
る
よ
う
現
在
策
定

作
業
を
進
め
て
い
る
。白
馬
に

集
う
皆
さ
ん
が
、白
馬
の
豊
か

さ
と
は
何
か
を
問
い
続
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、激
し
い
社
会
変

化
に
も
互
い
に
知
恵
を
出
し
合

い
、手
を
携
え
な
が
ら
、そ
し
て

一
人
ひ
と
り
が
豊
か
さ
を
感
じ

な
が
ら
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

る
白
馬
村
を
目
指
し
て
い
く
。

答

問問 歴史的緊急事態
に指定は
適切に処理し適切に処理し
保管指示している保管指示している

【
行
政
文
書
管
理
】

問
今
年
度
、村
が
行
っ
た
雪

不
足
、コ
ロ
ナ
禍
対
策
等

を
、国
が
行
っ
て
い
る
歴
史
的

緊
急
事
態
に
指
定
し
保
存
す
る

考
え
は
。

答
世
界
的
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

で
あ
る
コ
ロ
ナ
禍
を
村

独
自
の
歴
史
的
緊
急
事
態
に
指

定
す
る
考
え
は
な
い
が
、各
課

で
対
応
と
し
て
い
る
事
業
の
資

料
や
国
庫
補
助
事
業
で
あ
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
に
係
る
書
類
等
は

文
書
取
扱
規
定
に
基
づ
き
適
切

に
処
理
を
し
、保
管
を
す
る
よ

う
指
示
を
し
て
い
る
。

問
公
文
書
等
の
管
理
に
関

す
る
条
例
を
制
定
す
る

考
え
は
。

答
現
行
の
文
書
取
扱
規
程

に
つ
い
て
デ
ー
タ
管
理

の
方
法
と
合
わ
せ
て
見
直
し
の

時
期
に
来
て
い
る
。今
後
の
課

題
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

田中 榮一 議員

村民ホールに設置された新型コロナウイルス感染予防対策コーナー
関係する資料を集約し永久保存を願う

答
継
続
の
方
針
で
変
更
の
必
要
は
な

い
問
第
５
次
総
合
計
画
の
基

第
５
次
総
合
計
画
の
基

本
構
想
の
変
更
は

本
構
想
の
変
更
は
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前号で図書館等複合施設の議会独自検証を行ってい
ることをお伝えしましたが、総務社会委員会が主体で
実施した研究会の報告書が出来上がり、７月10日に村
長に提出しました。これには同時に深く関係する ｢公
共施設再編整備計画｣ の研究報告も含まれています。

研究会では、独自に評価項目を新たに８項目追加し、
議員全員による５段階評価（行政の１次評価は６項目
での３段階評価）を行い、結果としては、行政側が最有
力地としている白馬駅は、最低点となりました。

報告書全文と議員全員での採点結果は、行政ホーム

ページに掲載しています。また、次のＱＲコードから
のアクセスによってもご覧頂けます。

委
員
会
掲
示
板

村長へ図書館等複合施設の意見書を提出村長へ図書館等複合施設の意見書を提出
独自評価では独自評価では白馬駅は最低点白馬駅は最低点

観光課・建設課へ 観光課・建設課へ 疑問解決に質問状を提出！疑問解決に質問状を提出！

ご意見をお寄せください。
85-0725（直通）72-7001（ファックス）

問��局事務局長の任期含めた質問状提示を！
答  村が開示することはできない

観光課　主な質問と回答観光課　主な質問と回答
問��観光局の事務局長が任期４年になり、５月の局総
会で承認された。局の人件費は村負担だが、６月
定例会で報告はなかった。報告義務はないとの認
識？

答   報告義務はあると考え、議長、副議長がアドバ
イザーとして参加。

問��総会で観光局事務局長の任期を含めた質問状が提
出され、回答は既にされているはず。その質問事
項と回答の提示を。

答   観光局社員が局宛に提出したものなので、村が
開示することはできない。

問��アクティビティクーポンの発行部数、宿泊業者の
購入部数、一般への販売部数は？

答   宿泊業者：2,817　村内旅行会社：220
 旅行者：725　予備：38　計：3,800

問��景観行政団体になればどうなる？
答  本来県が作る諸施策を村が策定

建設課　主な質問と回答建設課　主な質問と回答
問�景観行政団体とはどのような団体？�
答   原則、県がやる景観を守るための諸施策を、自

治体がすることになる。
問��上記の変更と同時に住民の同意書を求めなくなり、
説明会のみだが問題は？

答   大規模案件には地元説明会開催を義務付けし
ており、問題はないとの認識。

今年度はコロナ禍において、議会と村民との意見交換会を中止しました。代わりにアンケートを無作為
抽出で実施しました。ご協力ありがとうございました。

総務社会委員会

議会運営委員会　アンケート調査を行いました議会運営委員会　アンケート調査を行いました

産業経済委員会

湯田中温泉を抱える山ノ内町は、
平成 24 年に景観行政団体に移行。
県内は８町村、14 市が移行済。

図書館と子育て支援の複合施設の建設
候補地を視察。

委員会も傍聴できます
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■決算認定
地方債残高71億4464万円 前年度比2.1%の増
令和元年度末　財政調整基金残高6億8,154万円
減債基金残高2億1,721万円 …………………………… ２p

■常任委員会審議　　　
白馬村多文化共生社会の推進に関する条例を否決………………… 4p
ハクバ・バレー・ツーリズムのデザインコードに基づく多言語案内標識を …… 6p

■委員会掲示板
村長へ図書館等複合施設の意見書を提出
独自評価では白馬駅は最低点
観光課・建設課へ疑問解決に質問状を提出！……………………… 1９p

■夢・私たちに。「わたしのひとこと」……………………………… 20p

■ 村政を問う　一般質問 ………………… 9p
・図書館は駅西側だけで大丈夫か ……………10p

・観光局の村負担金不用額の扱いは …………11p

・山間集落の道路維持管理への支援は ………12p

・農家にインセンティブを与える施策は………13p

・街灯電気料の一部負担は ……………………14p

・村内のＧＯＴＯキャンペーン参加数は ………15p

・地域エネルギー享受権を条例化しては ……16p

・滞納を減らし底上げしてブランド化を………17p

・第５次総合計画の基本構想の変更は ………18p

コロナ禍に負けない子どもたち
種目・時間等、工夫された白馬南小学校運動会（９月１２日）

コロナ禍に負けない子どもたち
種目・時間等、工夫された白馬南小学校運動会（９月１２日）

　　　　

あ

と

が

き

コロナ禍、自助では無理
きめ細かな公助を望む

夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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9
月
定
例
会
は
、7
日
か
ら
始
ま

り
合
言
葉
の
よ
う
に「
暑
い
！
」と

言
っ
て
い
た
の
が
、最
終
日
24
日
に

は「
ち
ょ
っ
と
寒
い
ね
」に
変
わ
っ

て
い
ま
し
た
。「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸

ま
で
」と
は
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、37
年
前
白
馬
に
嫁
い
だ
こ
ろ
は
、

お
盆
を
過
ぎ
る
と
コ
タ
ツ
の
用
意

で
し
た
。
温
暖
化
？
気
候
変
動
？

今
年
は
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

で
世
界
中
が
振
り
回
さ
れ
て
い
ま

す
が
、未
だ
感
染
者
を
確
認
し
て
い

な
い
白
馬
で
は
、暑
さ
、寒
さ
の
よ

う
に
気
が
付
け
ば
収
束
し
て
い
た
！

と
な
っ
て
い
れ
ば
と
期
待
し
ま
す
。

感
染
防
止
は
個
人
の
心
掛
け
が

一
番
！
感
染
し
て
も
仕
方
が
な
い

で
す
が
、見
え
な
い
敵
に
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
！
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子
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今私が感じる事

17年ぶりに再度白馬で生活した
い！という漠然とした思いで帰って
きたのですが、四季折々に魅せらせ
る北アルプスの景色。肥えた大地と
寒暖差でできる美味しいお米や野菜。
当たり前だと思って生活していた頃
とは違い、今は作り手の苦労も分か
りとても有り難みを感じます。
夏は登山、冬はスキー。日々変化す
る大絶景に魅了され移り住む方も多
い土地だと思います。色々な人に出
逢える素敵な場所、それが白馬の良
さだと思います。
反面Uターンする友人は多いとは
言えずスキー人口も減っているよう
に感じます。様々な施設で村民なら
ではの優待や、若い世代の発案を支
援し地域に還元出来るような村にな
ればと思います。もうすぐ冬を迎え
ますが、安全にウィンタースポーツ
を楽しめるよう一人ひとりが今出来
ることを考え、協力し白馬が活気で
溢れる事を願うばかりです。

四季折々変化する自然の美しさに
魅了され、20数年前大阪を離れ白馬
村に移住。そして健康のため万歩計
片手に散歩に努めています。娘達や
孫達も年に何度も白馬村へ来て、すっ
かり白馬の自然に慣れ親しんでいた
のに、今年はこのコロナ禍で思うよ
うに来られません。村も冬季オリン
ピック後の不況でかなりさびれてい
たみそら野・エコーランド地区が、こ
こ数年来外国人来訪で活気が出てき
れいになり、北海道のニセコに次ぐ
人気リゾートと言われるようになっ
たのに…コロナ禍で今年の冬はスキー
客が来ないだろう！いやいつ収束す
るか解らないぞ！来年もかな？と不
安がつのるばかり…今度の新型コロ
ナウイルスばかりは個人の頑張り「自
助」ではどうにも太刀打ちできません。
政府や県・村のきめ細かい政策・施策
を望む毎日です。

私は神城の田中建設にて、野生動
物対策用の資材販売業務に従事して
います。野山に立ち入る事も多く、ま
た色々な所から情報も集まります。
ここ最近は年を追うごとに白馬村と
言わず大北地域全体で、野生動物の
出没頻度が増加傾向にあります。野
生動物の出没頻度が増えると、最初
に聞こえてくるのは農業被害です。
今年は、熊の出没注意を知らせる村
内放送が多かったです。
野生動物が人家のそばに出てくる
という事は、農業被害だけでなく、環
境への被害も増え、最悪の場合は人
身被害へと繋がるという事です。熊
は当然ですが、猪が噛みつく事例や、
猿が人を威嚇する事も珍しくありま
せん。野生動物が出てきてしまう状
況自体を、農業従事者だけでなく、白
馬村全体の問題として意識してもら
いたいと思います。

大出　戸田　恵奈みそら野　田中　豊 飯森　太田　敦史


